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美濃の国の村々は、毎年、水による被害がふえて、今では低

い土地では作物を作ることができなくなっています。

良い土地の村々でも毎年、水の被害を受け、年によっては作

物がまったくとれなかったり、半分しかとれなかったりして

います。

そのため農業を続けていくのがむずかしくなっています。そ

のため、土地をすてて、出ていってしまうものもいます。

今回、村々が集まり、水の被害がなくなり、水の流れも良く

なり、大垣から三重県までの村がもとのすがたに立ち帰り、

よい土地となりますよう、工事のお願いを申し上げます。
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工事の陳情（国へのお願い）

洪水に苦しんでいた人々は、木曽三川の工事のお願いを出しました。
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大工事だった宝暦治水

宝暦治水の工事はばく大なお金や材料が必要な大工事でした。

４０万両とは今の
お金で約３００億円
にもなります。
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資料５

宝暦治水は宝暦４年～５年

（１７５４年～１７５５年）、

約１年半の時間をかけて

行われました。
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明治時代の改修 資料６
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長良川・古川・古々川 資料７
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工事（昭和初期）より前の長良川 
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川のあと地に建てられたしせつ 資料８
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